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なぜ臨床医にとって外国語学習が必要か？

・世界レベルの標準医療を住民に届ける 
・当たり前のことを当たり前に高いレベルで提供する 
・良好なコミュニケーションをもって患者中心の医療を
提供する

実践するには, ”生涯学習”,  
“コミュニケーション能力”が必要不可欠！

臨床医としての責務



なぜ臨床医にとって生涯学習が必要か？
診療医師の年齢と患者の死亡率との関係

・医師は勉強し続ける 
必要がある.

BMJ 2017;357:j1797



なぜ臨床医にとって生涯学習が必要か？
エビデンスは日進月歩 ・医師はスピード感を

持って勉強し続ける 
必要がある. 
・エビデンスとして 
世に出るのはほとんど
が英語論文

Trans Am Clin Climatol Assoc. 2011; 122: 48–58.

エビデンスが2倍になる期間 
（推定） 
1950年：50年 
1980年：7年 
2010年：3.5年 
2020年：73日



生涯学習を続けるために外国語学習は必要？

日本語でも最近は様々なコンテンツがあり,  
教科書も良書が多い.



生涯学習を続けるために外国語学習は必要？

学習の”質”, “量”を 
上げるために英語は必要！

機械翻訳も発展著しい！



まとめ：なぜ臨床医にとって外国語学習が必要か？

臨床医として 
質の高い生涯学習を行い, 
良好なコミュニケーション能力を持ち, 
診療を実践するための強力なツールが 
”英語”を含めた外国語



私が外国語学習の重要性に気づいてからの実践



私と英語学習の出会い
学生時代

・英語で解答すると点数アップ 
・医学英単語を暗記 
・総合内科医になるために 
研修病院へ. 
試験が全部英語だったので勉強開始. 
アウトプットは皆無…



Culture shock
研修医時代

・先輩, 同期, 後輩が 
英語でのアプトプットを 
上手にできていて衝撃 
・カンファレンス, 回診も 
英語で 
・英語論文で議論するのは 
当たり前



臨床医としてのBreakthroughを目指して

young staff時代
・濱口先生から医学だけではなく 
英語学習の楽しさ, 奥深さ 
留学から学べることなど 
様々なことを学ぶ. 
・IELTSの勉強開始.

総合内科　濱口　杉大　教授



English in Medical Education・ 
生涯学習における私の英語学習の実践



Reading
Reading skillは全ての基本 
・米国内科専門医の問題集 
MKSAPを利用 
・発見的検索はUpToDate, 
Dynamed, Google 
・臨床推論はNEJM case 
recordなど

Journal of Medical Academics 2.2 (2019): 58-60.



Listening
Listeningでinputを加速 
・Podcastで通勤中に情報を得る 
・Harrisonで短めの音源で学習 
・JAMA clinical review, Core 
IM, CURB SIDERSは臨床の特集 
・The Clinical Problem 
Solvingは臨床推論 
・youtubeでも様々学習可能

Journal of Medical Academics 2.2 (2019): 58-60.



Writing

Case report
・臨床医として経験した症例を 
報告

BMJ Case Rep. 2020 Nov 4;13(11).

Writingでoutputのトレーニング



Writing
Letter 
・世界の臨床医と論文を通じて 
コミュニケーションが可能 
・良いレスポンスを得られると嬉しい

Clin Infect Dis. 2021 Jun 15;72(12):e1163–4.



Speaking
コミュニケーションをとるには 
スピーキングが重要 
・話せないと自分の考えや気持ちを 
伝えることは困難. 
・オンライン英会話の充実があり,  
日本にいながら学ぶことが可能.

Journal of Medical Academics 2.2 (2019): 58-60.



Speaking ～Clinical～
沖縄ではたくさんの外国人患者を診療 
・沖縄県はNaval hospitalもある 
・観光客はH30年で1千万人を超える 

福島でも外国人患者を診療 
・外国人技能実習



PGY2の時の初めて学会発表 
～PGY10でAsiaでBest presentation award

Speaking ～Academic～



OnlineでMasterも取得可能

Speaking ～Academic～



私が考える学部外国語教育（私見）
・症候論などを一部英語で行ってもいいかもしれない. 
・学部早期より二次文献など英語で調べ, 単語に慣れる. 
・英語での試験問題もあった方が良い.（国試でも出題. 
USMLEやMKSAPには良問あり） 
・medical termを英語で書くと点数up. 
・学部時代から英語でプレゼンする機会を. 
・英語学習の楽しさを伝える.



・臨床医として 
質の高い生涯学習を行い, 
良好なコミュニケーション能力を持ち, 
診療を実践するための強力なツールが”英語”

Take home message

・“英語”を学ぶことでより 
楽しく”診療”を行い, 自己研鑽も行うことができる！


